
国民健康保険をスタート
後期高齢でステップアップ
介護保険を将来的な軸とした事業連携

－誰のために、何のために－

平成３０年９月２０日（木）

なつはら よしはる

滋賀県東近江市保険年金課長 夏原 善治

滋賀県健康づくりキャラクター
ハグ＆クミ

平成３０年９月２０日
第２回高齢者の保健事業と介護予防の
一体的な実施に関する有識者会議
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滋賀県東近江市の位置

名神高速道路
八日市ＩＣ

三重県

ＪＲ琵琶湖線
能登川駅

琵琶湖

山間部

耕地面積 8,300㏊
近畿地方 第1位

琵琶湖
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滋賀県東近江市の概要と市町村合併

●人 口 114,517人（平成30年4月1日現在）

●総世帯数 41,761世帯

●国保被保険者数 23,645人（加入率 20.65％ H29年度21.55％）

●国保加入世帯数 14,043世帯（加入率 33.63％ H29年度34.01％）

●後期高齢者医療被保険者数 14,346人（加入率12.5％ Ｈ29年度12.2％）

●平成17年2月11日
八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町の１市４町

●平成１８年１月１日

東近江市・能登川町・蒲生町の１市２町で、「東近江市」が誕生

最終的に、１市６町での合併となりました。
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平成30年度 東近江市の組織図
保険年金課（３7名）
年金福祉係・・・国民年金・福祉医療
国保医療係・・・国民健康保険（資格・給付・保健事業）

後期高齢（給付）
保健師、管理栄養士、歯科衛生士（各嘱託１）

国保料係・・・・・国民健康保険料係
後期介護保険料係・・・後期高齢（資格・保険料）、介護保険料

国保病院・・・ 能登川病院（指定管理）
国保診療所・・・永源寺診療所・あいとう診療所（指定管理）湖東診療所・蒲生医療センター

健康推進課・・・国保特定保健指導、重症化予防（ハイリスク訪問）
（保健センター） 高齢者健康づくり事業・介護予防事業

市
民
環
境
部

健
康
福
祉
部

福祉総合支援課・・・地域包括支援センター・介護予防事業

長寿福祉課・・・介護保険認定・給付

連
携
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第２期東近江市保健事業等実施計画
（データヘルス計画）

１４地区別データヘルス計画

１ 平田地区編

２ 市辺地区編

３ 玉緒地区編

４ 御園地区編

５ 建部地区編

６ 中野地区編

７ 八日市地区編

８ 南部地区編

９ 永源寺地区編

10 五個荘地区編

11 愛東地区編

12 湖東地区編

13 能登川地区編

14 蒲生地区編

医療費分析データ
の追加

1 医療・介護

2 薬剤

3 その他

東近江市の特徴①

新たな事業内容

1 包括ケアとの

連携

2 歯科指導

3 広域的な連携

東近江市の特徴②

東近江市の特徴③
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平成26～29年度の主な取組について
①国保ヘルスアップ事業（～H28年度、H29年度～31年度）国庫事業
②データヘルス計画（保健事業実施計画）の策定（平成26年度、平成29年度）
③保健指導実務者研修会

④未受診者個別訪問 業者委託3,000世帯、職員による訪問2,000世帯
⑤協会けんぽとの事業連携協定書の締結（H26年9月）⇒啓発の共同実施
⇒ラッピング電車、バス看板作成⇒健診の合同実施⇒保健指導の受託

⑥巡回型人間ドックの実施（H23年度～）健診WEB予約の導入（H29年度～）
⑦国保・介護・医療データ分析事業（H26～29年度）
⑧こころとからだの健康づくり事業（幻のラジオ体操第3：龍谷大学）
⑨「スマホｄｅドック」 未把握者、若年者の早期介入事業として実施

⑩服薬情報通知の取組（全国初・平成28年度～）
⑪介護保険担当課との連携（物忘れ相談プログラム購入・平成28年度～）
⑫Yahooクレジットカード決済とＳⅯＳシステムの導入
⑬健康推進アプリ「BIWA-TEKU」（県内10市町、協会けんぽ、共済組合ほか）
⑭関係各課と団体との連携（庁内、三師会、自治体・保険者ほか）

※後期高齢者ウエルカム事業「いきいきシニア７５」
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本日の内容

１ 国保・介護・後期データ分析事業

２ 後期高齢者ウエルカム事業

３ 各課連携によるフレイル対策

資料提供

１ 服薬情報通知の取組
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国民健康保険 介護保険 後期高齢者医療

制度について
国民皆保険制度の最後の砦
市民を対象に被保険者を構成
加入率25％未満

65歳以上全市民が対象 75歳以上全市民が対象
（一部65歳以上対象）
人生最終の保険

問題点

資格取得と喪失が頻繁
継続加入者と一時的加入者が混
在
自治体での計画策定に国保デー
タを使用するが加入者減少中

認定を受けたり、サービス
を利用していないと加入し
ているメリットが見えない

保健事業の整備が遅れ
ている

市民環境部 保険年金課

資格・給付・料金・保健事業
健康推進アプリ「BIWA-TEKU」

資格・料金 資格・給付・料金
いきいきシニア７５

健康福祉部

健康推進課
（保健センター）

保健事業（保健指導、訪問等） 高齢者健康づくり事業 いきいきシニア７５
高齢者健康づくり事業

福祉総合支援課

健康推進アプリ「BIWA-TEKU」
高齢者健康づくり事業

いきいきシニア７５
高齢者健康づくり事業

長寿福祉課
給付・認定・計画策定 いきいきシニア７５

高齢者健康づくり事業

総務部
まちづくり協働

課
健康推進アプリ「BIWA-TEKU」

商工観光部 商工観光課 健康推進アプリ「BIWA-TEKU」

税務部 クレジットカード収納業務

庁内連携

国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険
データ分析

高齢者健康づくり・フレイル対策

い
き
い
き
シ
ニ
ア
７
５
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統合データ分析について

データ分
析の基本
となった
二つの
PDCA人生前半

PDCAサイ
クル

人生後半
PDCAサイ
クル

１ 国保・介護・後期のデータ分析
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統合データベースの構造
データベース単位の年度構成と相互関係
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データ分析から見えてきたもの
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見えてきたもの・・・生涯医療費
介護認定から見えてきたもの

・・・医療の結果
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平成27年２月 ◎県後期高齢者広域連合保健事業ワーキング
グループでの来年度事業の検討

◎生活習慣病予防研究センターから、滋賀県、県国
保連合会、後期高齢者広域連合に事業提案

※事業目的は同じ、でも実施対象者や地区開催で相違
平成２７年３月 「新規事業」起案！３月に厚生労働省で相談。
平成２７年４月 新規事業として採択
※でも、インセンティブ？が足らない。継続性と「やりがい」を追求。
生活習慣病予防研究センターのヘルスマイレージを導入。

５月 厚生労働省で事業の全体像をプレゼン
６月 補正予算新規事業として計上、議決後事業着手

担当者会議（7月中旬までに３回開催）
スタートは大変。でも目的は一緒でした。

７月下旬 事業スタート

新規後期高齢者を対象とした「いきいきシニア７５」
事業起案～実施まで

２ 後期高齢者ウエルカム事業

事務局：保険年金課（後期高齢資格担当）
会計：一般会計（高齢者保健事業費）

委託契約：保険年金課
介護保険事業との共同事業の場合、主担当課で契約し、

それぞれの関係課で支出
※対象となる補助金を探すのが下手！

「お金がないから出来ない」⇒探さずに適当な発言の担当者
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項 目 内 容

受付開始 受付、被保険者証の交付

測定 身長、体重、血圧、握力測定

開会あいさつ 主旨説明

制度説明
適正受診

○制度の概要、給付、保険料および今後の手続き等
○重複受診を控えるなどの受診マナーについて。
○お薬手帳の紹介。

口腔ケア
○口腔衛生についての指導
○お口の体操

高齢者健診
介護予防

○認知症を入り口に、生活習慣病予防について説明
○健診を受診しなければならない人を受診につなげる
(自分の身体を知る)

休憩、準備 (測定が終わっていない方の測定)

栄養指導
○意識して取り入れたい食品 (ジュース試飲)
○「食生活現状把握シート」の記入
○食べ方のポイント

運動指導

○活動時間、運動習慣アンケート
○測定 ◆片足立ち◆5メートル歩行
◆ロープ作業◆下肢周囲径
○運動講話

豊かに老いる（終活）
○「わたしの生き方」朗読
○相談窓口の案内

いきいきシニア７５
「健康貯金」

○「健康貯金」プログラムについて

終了あいさつ

事務手続き
○口座振替依頼書
○高額医療費申請書

東近江市後期高齢者ウエルカム事業 いきいきシニア７５ プログラム

広域連合
保険年金課
（資格給付・
料金）

保健所・健康推進課

健康推進課

健康推進課
保険年金課

長寿福祉課
保険年金課

福祉総合支援課

保険年金課
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「健康貯金」とは、どんなことをするのか？

・まず、毎日出来る目標を２つ決めます。

・毎日、「健康日誌」に記入をします。

・この毎日の充実した日々を

ポイントに替えて、素敵な商品と

交換します。（1ポイント2円です）

・期間は、来月の1日がスタートで2年間です。

・ご自分のできる範囲で毎日チャレンジをし、

3カ月ごとに市役所保険年金課または支所に

健康日誌を提出します。

日誌見本
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健康貯金の流れ（概略）
ポイントバンク（支援

センター）

健康日誌（３か月ごと）

ポイント通知

ポイント交換依頼
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交換できる素敵な商品とは・・・

①健康グッズ

ウォーキングシューズ、ヘルスメーター

万歩計など

②商品券

市内に店舗のある商品券など

③東近江市特産品

お米、お酒、お菓子など

④ボランティア基金へ寄付

被災地への基金など
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全対象者数  いきいきシニア参加者数 参加率 健康貯金参加者数 参加率

830 273 32.9% 144 52.7%

1,162 327 28.1% 129 39.4%

1,141 386 33.8% 235 60.9%

378 109 28.8% 61 56.0%

3,511 1,095 31.2% 569 52.0%

修了者数　※２ 修了者率 脱退者数

79 41.4% 112

※１　平成３０年７月３１日時点をもって２年を迎える方及び,それ以前で２年を経過した方。
※２　１年以上健康貯金の提出があった方を修了とみなす。

191 58.6%

いきいきシニア参加者数及び健康貯金参加者数

年度

健康貯金修了者数
参加者総数　※１ 脱退率

合計

H27(7月～３月)

H28

H29

H30(4月～７月)

スタートから3年が経過し、健康貯金修了者も出ていることから、
今後は、いきいきシニア参加者⇔非参加者、健康貯金参加者⇔非参加者などを
レセプトデータ、6か月後のアンケート結果などから事業実施効果分析を実施予定。
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医療保険の流れと節目

共済組合

健康保険組合

全国健康保険協会（協会けんぽ）

国民健康保険

後期高齢者
医療制度

介護保険

０

国民健康保険：４０歳手前の早期介入と６０歳以降の重症となった社会保険からの加入者対応
介護保険：４０歳以降、６５歳以降の国保と後期と連動した資格・給付管理
後期高齢：介護保険と連動した資格・給付管理

753020 ♰65

重症となった
被保険者が加入

40

特定健康診査前に
重症となった被保

険者が増
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①庁内連携
●介護保険関係部局（健康福祉部）との連携
長寿福祉課
介護保険運営協議会、第7期事業計画策定

福祉総合支援課
「認知症予防対策」･･･物忘れ相談プログラムの購入
保険年金課と福祉総合支援課の窓口に不定期に設置
高齢者対象の「ふれあいサロン」「出前講座」で活用
７５歳到達者対象のいきいきシニア７５で活用

「フレイル対策」‥別添資料（いきいきシニア７５活用）

３ 各課連携によるフレイル対策
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いきいきシニア７５対象者への案内
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かかりつけ医

保険者

D 社

かかりつけ薬剤師

（資料提供） １ 服薬情報通知の取組

高齢者投与
チェック

薬剤併用
チェック

調剤レセプト

医科レセプト

被保険者

服薬情報
サーバー

継続服薬中の多剤併用と、
高齢者に慎重な投与が必
要な薬剤のチェック

薬剤の相互作用、重複服
薬チェック

• 多剤投与や、相互作用、重複投与などで問題のある患者へ、「服薬情報のお知らせ」を送付します。
• 院外処方された服薬情報に限らず、院内処方分も合わせて一元管理しています。

② 服薬内容のチェック実施

③ 薬剤の見直しが必要と思
われる患者へ通知書を送付

① 保険者様からレセプト
をお預かりしデータ化

その他の保険薬
局

その他の医療機関

④ 通知書をかかりつけ医または、
かかりつけ薬剤師へ持参

⑤ 「服薬情報のお知らせ」の内容を確認し、医療機関、保険薬局と
連携して、薬剤の見直しを行う。

服薬情報のお知らせ

服薬情報のお知らせ
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全薬品の年齢階層別状況について

５９４→１，６４０
６０歳を境に約３倍
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事業目的および抽出条件について

複数の医療機関に受診されている場合、それぞれの医療機関等では、処方薬について適切

な管理がされていますが、服薬しているすべての薬を見た場合、同じ成分の薬や薬同士の飲み
合わせが悪い等の問題が以前からありました。
それらを防ぐためにかかりつけ医・かかりつけ薬剤師にすべての薬剤を知ってもらった上で、適
切に処方してもらうことがこの事業の目的である。

事業目的

抽出条件

対象者 ①東近江市国民健康保険加入者で６０歳以上７５歳未満の方
東近江市内の後期高齢者医療加入者（７５歳以上）

②複数医療機関（２カ所以上）の受診歴有
③６種類以上の薬を服薬
※①②③の全て該当する方

対象月 平成２８年６月診療分（国保）平成２８年８月診療分（後期）
案内情報 診療報酬明細書（レセプト）医科の外来と調剤
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平成２８年
・５月 東近江薬剤師会長へお願い
・６月 東近江医師会長へお願い
・７月 各定例会へ事業概要説明
・８月 通知書などへの意見徴集を実施
・９月 各定例会で最終調整
・１０月１５日 説明会の開催
・１０月２７日 通知書の発送（国保加入者）１，１５２名
・１２月 アンケート調査
平成２９年
・２月６日 通知書の発送（後期高齢医療加入者）２，５４４名
・９月４日 通知書の発送（国保加入者）１，１９８名
・１１月１３日 通知書の発送(後期高齢医療加入）２，５９１名

事業の経緯について
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報道機関の反応について
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